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地域のボランティア活動に参加 

神田お手玉の会が認知症予防に貢献 

神田お手玉の会(石川喜助会長)は、昨年 7

月、日本のお手玉の会の支部として仲間入り

しました。２０１4 年に、社会福祉法人千代

田区福祉協議会のボランティアグループとし

て登録し､毎月 1回、認知症の予防や、スポー

ツの集中力を高めるなど、脳の活性化に期待

が持てるお手玉を、区民のみなさんに紹介し

ていま

す。(写

真右：会

員 の み

なさん） 

 支部結成のいきさつを、石川会長は、次のように話

しています。（写真左：２０２０東京五輪の法被を着た宮中会長

(左)と石川さん） 

｢テレビを見ていて、お手玉が認知症の予防に効果が

あるということを知りました。親族に軽い認知症の者

がいることから、テレビで話していた中原和彦医学博士(日本のお手玉の会顧問)に電話をし

たところ、東京在住の日本のお手玉の会の宮中雲子会長をご紹介いただきました。早速、宮

中会長に連絡をして、ご指導をいただくことになりました。これが、神田お手玉の会発足の

いきさつです｣ 

認知症の予防とスマホ依存への対策 

それ以来、石川会長は、ちよだボランティアセ

ンター発行の機関紙『ボランティア』を通じて、

会員の募集をする一方、宮中会長を講師に招いて

「お手玉教室」を開きました。回を重ねるごとに

参加者が増えていきました。 

平成 25 年に会を設立し、宮中会長をはじめ日本

のお手玉の会の先輩の方々に講師をお願いして、毎年６回以上の活動を行い、ちよだボラン

ティア活動の登録団体に認定されました。 

そして、昨年７月、日本のお手玉の会の支部として、神田お手玉の会が誕生したのです。 

最近は、宮川陽子副会長、金井勝芳さん、佐橋健一さん両幹事の支援があって助かってい

ます。こうした協力を得ながら、高齢者の認知症予防や、健康寿命を延ばす手段として、ま

た、子どもさんや若い人たちのスマホによる脳の疲れを改善するための手段として、お手玉

の普及活動に取り組んでいます。（写真上：真剣な表情で、お手玉の練習に励む宮川陽子副会長(左）） 
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